
 

平成２６・２７年度 深谷市教育委員会委嘱研究 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 
 
 
 
 

あいさつ 

深谷市教育委員会教育長 小栁 光春 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深谷市立岡部中学校長 吉田 勇 

 

 

深谷市立岡部中学校におかれましては、平成２６・２７年度の２年間にわたり、深谷市教育委員
会の研究委嘱を受け、『小中一貫教育の推進～学力の向上を目指して～』を研究主題として研究を
進め、その成果をここに発表されますことに、心から敬意を表します。 

 岡部中学校では、平成２２年度から進めてきた小中連携の取組を更に進め、岡部中学校区の特色

を活かしながら、小・中学校９年間の学びと育ちの連続性を重視した小中一貫教育の推進に取り組

んでいただきました。これらの取組により、「中１ギャップ」を緩和し、志を持ち、ねばり強く学

習に取り組む生徒が育成されてきていると確信しております。 

 各校におかれましては、本研究の実践と成果を自校の教育活動の更なる充実につなげていただ

くことを御期待申し上げます。 

 結びに、岡部中学校校の研究に際し、御指導、御支援をいただきました先生方に厚く御礼申し上
げますとともに、吉田校長先生をはじめ岡部中学校の先生方の御努力と、様々な面において支えて
いただきました保護者、地域の皆様の御支援に深く感謝申し上げ、あいさつといたします。 
 

 本校は、本年度で創立５０周年を迎えた歴史と伝統ある地域に根ざした学校です。 

学校の規模は、１７クラス、生徒数５２２名と比較的大きく、岡部小・榛沢小・本郷小・岡部西
小の４校と接続し、接続する数では深谷市内で最も多い中学校です。 

岡部中学校区では、平成２２年１１月に岡部中学校区小中学校連絡協議会を立ち上げ、定期的な
情報交換会や合同研修会、そして「親の心得五か条」、「家庭学習の手引き」の作成、配布など、小
中連携の取組を積極的にすすめてきました。 

そして、平成２６，２７年度深谷市教育委員会研究委嘱を受け、「小中一貫教育の推進～学力の
向上を目指して」を研究主題に設定し、２年間、中学校区４小学校と共に研究と実践を重ねてまい
りました。このような取組をとおして、岡部中学校区の子どもたちの「１０歳の壁」や「中１ギャ
ップ」の解消とともに、学力の向上を目指し、「志を持ち、ねばり強く取り組む岡部の子」の育成
に積極的に取り組んでおります。本取組が、深谷市小中一貫教育推進事業として、少しでも参考に
なれば幸いに存じます。 

結びに、研究推進にあたり、ご指導いただきました深谷市教育委員会に深く感謝するとともに、
ご協力いただいた関係小学校、地域・保護者の皆様にも厚くお礼を申し上げます。 

、。、 
 
 

 



１ 研究主題 a 

 
 
 

２ 主題設定の理由 a ～ なぜ小中一貫教育なのか？ ～

いじめ、不登校、学力の低下など、今、学校教育を取り巻くさまざまな課題が山積している。 

本校の生徒は非常に落ち着いており、非行問題行動など生徒指導の問題は近年ほとんど見られ

ないが、図１に示したように長期欠席（病気・不登校等）の生徒が非常に多いのが最重要課題で

ある。また、図２は、本校が毎年４月に独自に行っているNRT標準学力検査であるが、学年問 

図１ 不登校・長期欠席の推移          図２ NRT標準学力検査（１，２年対象 H27.4実施） 

わずほとんどの教科で、全国平均を下回っており、下位層（２の段階）が非常に厚くなっている

のが特徴的である。また、図３は中１を対象にした意識調査であるが、子どもの視点に立って接

続期の不安や悩みを解消していくことも大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ １年生対象意識調査より（H27.7） 

小中一貫教育の効果については、すでに小中一貫教育を進めている市町村対象の国の調査によ

るとほぼすべての市町村において成果が認められている。 

以下に示すのは、中教審が示した小中一貫教育に期待されている５つの効果である。 

 

 
 

以上のように、『人間関係づくりを重視した「中１ギャップ」の解消』、『９年間を見通した学習指導

によるつまずきの解消』の２点を具体的なねらいとして、９年間の学びの連続性を重視した教育の推

進が本校の課題解決につながると考え、上記の主題を設定した。 

 

○９年間を見通した、連続性のある学習指導による 学力の向上 

○中学生の不登校出現率の減少 

○児童生徒の規範意識の向上 

○異年齢集団での活動による自尊感情の高まり 

○教職員の児童生徒理解や指導方法改善意欲の高まり      （H24.7 中央教育審議会） 

 



３ 研究の仮説 a 
 

小・中学校９年間の学びの連続性を重視した教育を推進すれば、学力向上や長期欠席 

生徒の減少など学習指導上、生徒指導上の成果をあげることができるであろう。 

 

４ 研究の目的 a 
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５ 岡部中学校区小中一貫教育グランドデザイン a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

小中学校９年間の学びや育ちの連続性を重視した教育の実践 

 （指導内容をつなぐ・指導方法をつなぐ） 

 

平成２６，２７年度深谷市教育委員会委嘱研究 

｢小中一貫教育の推進～学力の向上を目指して～｣ 

  

岡部中学校区小中一貫教育グランドデザイン 

目指す児童生徒像 

志を持ち、ねばり強く取り組む岡部の子 
 

＜ 岡部中学校学校教育目標（７年生～９年生）＞ 

○志を持ち、自ら学ぶ生徒(知) 

○豊かな心を持ち、礼儀正しい生徒(徳) 

○健康で、ねばり強く取り組む生徒(体) 

小中一貫教育で期待される効果 

○９年間を見通した、連続性のある学習指導 

による学力の向上 

○中学生の不登校出現率の減少 

○児童生徒の規範意識の向上 

○異年齢集団での活動による自尊感情の高まり 

○教職員の児童生徒理解や指導方法改善意欲の

高まり      （H24.7中央教育審議会） 

ちゅう 

   （ちゅう（ 

 

深谷の子｢６つの誓い｣ 
～夢とこころざしをもち、まごころと 

思いやりのある深谷の子～ 

○私は、夢に向かって努力します。 

○私は、毎日勉強します。 

○私は、たくさん挑戦、体験します。 

○私は、すすんであいさつします。 

○私は、脱いだくつをそろえます。 

○私は、心のこもったことばをつかいます。 

○私は 

 
小中学校９年間の学びや育ちの連続性を重視した教育の実践 （指導内容をつなぐ・指導方法をつなぐ） 

カリキュラム研究部 

○岡部中学校区小中一貫教育カリキュラムの作成 

○つなぎ教材の作成と実践 

○授業研究会の実施 

交流推進部 

○児童、生徒間交流（授業参観、部活動体験、学習支援等） 

○教職員交流（合同研修会、授業参観、巡回相談等） 

○保護者、地域の交流推進（学校応援団、ＰＴＡの交流） 

生徒指導部 

○｢意志の日｣の推進 ○小中連続した生徒指導の実践 

○｢家庭学習｣の手引きの実践 

○不登校対策（長欠ゼロを目指した取組） 

【５校職員全体研修会】 学力向上、生徒指導、人権教育、特別支援教育等の研修会を５校合同で行う。懇親会も実施。（８月） 

児童・生徒の交流活動 

●６年生による中学校授業参観・清掃体験（11

月） 

●６年生による部活動体験（12月） 

●中学校合唱コンクールの参観(11月) 

●陸上部員、バスケ部員による小学校出前指導 

 

小中の接続を円滑化・充実させる取組 

●中 1ギャップに関する児童・生徒意識調査 

●小・中兼務教員による情報連携 

●教育支援担当学校訪問時の相互授業参観 

●小中職員の定期的な情報交換 

●不登校対策小中連携シートの活用  

 

小中一貫教育を推進する主な組織 

●小中一貫教育推進協議会（３部会） 

●５校連絡協議会 

（校長部会（毎月）・教頭部会・教務主任部会） 

●５校ＰＴＡ連絡協議会（年３回） 

●岡部中学校区学校応援団連絡会議（年１回） 

岡部小・本郷小・榛沢小・岡部西小・岡部中 

 

前期 １，２，３，４年（基礎充実期） 中期 ５，６，７年（活用期） 

 

後期 ８，９年（発展期） 

 小学校６年間 １，２，３，４，５，６年 中学校３年間 ７，８，９年 

小１プロブレム                                                        １０歳の壁                            中 1ギャップ 



６ 岡部小中一貫校 イメージ （仮称：こすもす学園）a  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研究組織 a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡部中学校 岡部小学校 岡部西小学校 本郷小学校 榛沢小学校 

吉田 勇 簑輪 進司  加藤  修 栗原 孝子 渋谷 肇彦 

平井 慶益 嶋田 富男  新島  穣二 小谷野聖二 黒沢 みどり 

金子 裕一 市川 武 飯島  修 大澤 好明 田中 志保 

 髙橋 尚希     

 岡部中 岡部小 岡西小 本郷小 榛沢小 

国語 堀越 教弘 増野千賀子 大谷 有香 金子あづさ 徳世八千代 

社会 小杉 元 柴田 剛気 小林 由美子 市川 晃未 （山本 誠） 

算数・数学  梨木 信行 上田 幸奈 簑輪真由美 粂原 照代 土田 浩子 

理科 鶴巻かのう 浅香  恵 加藤 卓磨 （水原 準） （平柗美誠） 

外国語・英語 片桐美和子 吉田 遼平 池内 瑞希 (佐澤かおり) 後藤さや香 

音楽 大澤 裕美 吉村 幸子  田沼 和美 (小野塚憲仁) （土田浩子） 

図工・美術 中澤 信宏 杉田小百合   小丸 文香 山岸佐知子 （関口雅美） 

体育・保体 新井 知章 

池田 教子 

須藤喜美子 松本 勇輝 笹岡 宏之 山本 誠  

家庭・技家 新井 靖広 山口登志子 （金子 真希） 本山 貴子 （後藤さや香） 

岡田 希望 

生活・総合 清田 惠理 石田 三枝 小澤利恵子 石橋 惠子 （下山恵子） 

特活 直井 海斗 新井 智咲 金子 真希 木村えりか 平柗美誠 

道徳 西河由起子 川野亜希子 （髙野訓子） 

・小久保克顕 

谷脇由利奈 （田中志保） 

特別支援 淸水 正樹 松嶋 友里 高田 義治 小澤 史枝 吉野 治美 

岡部中 岡部小 岡西小 本郷小 榛沢小 

Ａ永島 大輔 A 小林 正史 A 髙野訓子 Ａ佐澤かおり A 山本 誠 

Ａ大久保智司     

Ｂ笠原 良太 市川 武 B 飯島 修 Ｂ大澤 好明 B 関口 雅美 

Ｂ髙橋亜紀子     

Ｃ浅見 伸男     

Ｃ小暮 正一 瀧ヶ平早苗 C 櫻井 理那 Ｃ水原 準 C 市川 秀男  

岡部中 岡部小 岡西小 本郷小 榛沢小 

Ａ深須 英昭 佐々木隆幸 A 横山 美砂  Ａ小野塚憲仁 A 田中 志保 

Ａ奥原 利也 小暮由美子    

Ｂ塚越 通恵 B 高橋久美子 B 小林由美子 Ｂ織田 久美 B 下山 恵子 

Ｂ山田 幹男     

Ｃ柴崎真奈美 林 宏枝 C 田島理恵 Ｃ中澤 千晶 C 押切 初子 

Ｃ萩原 明     

Ｃ榎  美帆     

・目指す生徒像、重点目標の設定 

・日程調整   ・推進委員会の開催  ・各部の連絡調整 

   

 

 

 

Ｈ２７年度 岡部中学校区 小中一貫教育推進事業 組織一覧 
 

推進委員会 

カリキュラム研究部

研究部 

交流推進部 生徒指導部 

Ａ児童、生徒交流（授業参観、部活動体験、学習支援等） 

Ｂ教職員交流（授業交流、合同研修会） 

Ｃ保護者、地域の交流の推進（岡部中学校区学校応援団との連携） 

 

 

   

 

 

 

Ａ「生徒指導」の共通理解・共通実践の推進 

Ｂ「家庭学習」の手引きの実践   

Ｃ不登校対策（総欠席数を減らす取り組み） 

   

 

 

 

・岡部中学校区小中一貫カリキュラムの作成 

・つなぎ教材の作成 

・授業研究会の実施 

 

 

   

 

 

 

つながり 
○教育内容 

○指導方法 

○指導観 

○児童・生徒観  

きずな 
○児童・生徒 

交流 

○教職員交流 

○PTA交流 

○学校応援団 

 
  



８ 各部の取組 a 

（１）カリキュラム研究部 

①「岡部中学校区小中一貫教育カリキュラム」の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 岡中全教員による授業改善 ３つの手立て 

その１ 深谷市授業スタンダードの活用(指導案にも明記) 

 

 

 

 

 

 

 

その２ つなぎ教材の作成と実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その３ 「生徒による授業評価」の活用による授業改善 

 

 

 

 

 

 

・国語から特別支援教育までの全 等を作成。 

・「小中一貫教育カリキュラム深谷モデル」をベースに作成。 

・９年間を ・ ・ に分ける。 

 

 

 

 

・岡部中校区の児童生徒の実態や発達特性を踏まえて作成。 

・ ための手立てを記述。 

（年間指導計画に小中一貫教育の視点とつなぎ教材を明記） 

 

※子どもの発達

や学習の特性

等を考慮して 

【深谷市 小中学校９年間の学びの連続性を重視した教育の推進】 

 ⇒ 系統性のギャップや時間的なギャップ、つまずきやすい内容等の段差を小さくするために、単元計画の中に組み込むべ

き教材（指導内容）を深谷市では「つなぎ教材」と呼んで研究を進めている。 



（２）交流推進部 

①『小６児童による中学校訪問』(発表会当日 H27年度版を公開) 

【開会行事】        【授業参観】        【無言清掃体験】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学生にインタビュー】  【全力校歌見学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

【児童の感想】中学生の授業を見て、小学校の授業とは全く違うと思いました。  

 誰一人しゃべらず、授業に集中していてとても中学生らしく、すごいと思いま 

した。私たちも入学し、中学生になったら、見習いたいと思いました。 

 

 

【児童の感想】自分で仕事を見つけ、

積極的に掃除をしていてとてもビック

リしました。中学生になったら私もが

んばりたいと思いました。 

一言もしゃべらない中学生を見習いた

いと思いました。 

 

 

【児童の感想】私は最初、とても緊張していました。け

れど、質問をするときに、とてもやさしくしてくれた

ので安心しました。中学校がとても楽しみです。 

した。私たちも入学し、中学生になったら、見習いた

いと思いました。 

 

 

【児童の感想】小学校だと、高学年になるとだらだらと歌ってしま

いがちな校歌ですが、中学３年生があんなに全力で校歌を歌って

いて感動しました。私もこの校歌を歌ってみたいと思いました。 

した。私たちも入学し、中学生になったら、見習いたいと思いま

した。 

 

 

③『部活動体験』 

 

④『生徒による出前指導』 

②『音楽祭参観』 

⑤教職員交流『合同研修会』 ⑥教職員交流『学校訪問の授業参観』 

※小学校５年生の行事「親善球技大会」や 

小学校６年生で行事「親善運動会」に向けて、 

各小学校で行われる練習で陸上部やバスケット

ボール部の中学生が出前指導を行う。 



（３）生徒指導部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①小中連続した生徒指導の実践 

【岡部中学校区 児童生徒生活のきまり】 

②家庭学習に関する共通実践 

【家庭学習の手引き】 【家庭学習メニュー】 

③「意志の日」の取組 

 

④不登校対策小中連携シート(深谷市)の活用 

 

⑤新規行事「１年生宿泊体験学習」 

               

 

 

 

アドベンチャー教育（人間関係づくり）の実践 

⇒ 指導者は教員 

⑦小中兼務教員による情報連携 ⑧全校登校日の新設 8/20 ⑨アセスの実施(年５回) 
適応次元 第1回目 第2回目 第3回目 最終回のコメント 適応次元の特徴

生 活 満 足 感 59 62 特になし。
生活全体に対して満足や楽しさを感じている

程度で，総合的な適応感を示します。

教 師 サ ポ ー ト 83 67 特になし。
担任の支援があるとか，認められているなど，

担任との関係が良好だと感じている程度を示
します。

友 人 サ ポ ー ト 65 61 特になし。
友だちからの支援があるとか，認められている

など，友人関係が良好だと感じている程度を
示します。

向社会的スキル 43 46 特になし。
友だちへの援助や友だちとの関係をつくるス

キルをもっていると感じている程度を示しま
す。

非 侵 害 的 関 係 83 64 特になし。
無視やいじわるなど，拒否的・否定的な友だ
ち関係がないと感じている程度を示します。

学 習 的 適 応 41 34
学習への適応感がやや低くなっています。学習の様子を確認しま
しょう。

学習の方法もわかり，意欲も高いなど，学習
が良好だと感じている程度を示します。

対人的適応 69 60
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平成 27年 5月 13～14日 

⑥「アドベンチャー教育」 

全職員研修会 

 

 

 

 

 

 

 

               【】 

【生徒の感想】 

・みんなの心が一つになって、みんなで喜んだ あの瞬間は最高の思い出です。 

・一生懸命やる中でクラスの絆が深まった気がします。 

・帰ってからのクラスの雰囲気がすごくよくなったように感じました。 

 

 

平成 27年 3月 23日 

【職員の感想】 

・アドベンチャー教育の方法は、学級開 

きや授業でも活用できる。 

・教育効果を考え、ねらいに沿った活動、 

声がけを学ぶ必要がある。 

 



９ 研究の成果と課題 a 

【成果】 

○中学校区の小学校教員と協同して小中一貫教育カリキュラムを作成したことによって、９年

間の学習内容や指導方法のつながりを意識した学習指導を展開することができた。 

 

○中学１年生宿泊体験学習やアドベンチャー教育の手

法を用いた教育活動が、生徒の人間関係づくりを円

滑にする上で有効であった。 

 

○カリキュラムの作成など小中の教職員が共同作業す

ることにより、互いの学校文化や課題等を理解する

ことができた。 

 

○小中兼務教員を中心とした小中情報連携や

アセス・小中連携シートの活用、さらに夏休

みの全校登校日、体育祭種目の工夫などによ

り、中学１年生において欠席率の大幅な減少

がみられる。 

     

○生徒指導の共通理解・共通行動により、学習

規律の連続性を高めることができた。 

 

 ○「家庭学習のてびき」などを作成し、中学校区の 

５校で家庭学習マニュアルの共通理解が図られた。 

 

 ○各種の児童・生徒交流等により、子どもたちが感じている「中１ギャップ」を緩和すること

ができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 ▲定期テストで順位が出ることが大きな 

「中１ギャップ」になっているという 

ことがわかった。 

 

【今後の課題】 

★小中の指導方法に連続性をもたせること 

 

★小中の教職員が連携するための時間の確保 

 

★評価、評定の連続性の確保 

（定期テストの順位や通知表の５段階） 

Ｈ27年 7月 対象：中学 1年生 166名 

Ｈ27年 7月 対象：中学 1年生 166名 


